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では関係力育成プログラム」が重視している「行動を流れの中で捉える J ， r関係的視点から子
どもの行動を捉える J ， r構造化された場の構築」の 3 つの視点に耐えうる分析法としている.
本論文は， 4 つの研究から構成されている.
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研究 4 はミュージックセラヒ。イの振り返りにおける PF-NOTE プロトタイプの活用に関する
実践的研究」として第 4 章に掲載した.ここでは，障害児の母親支援を目的にして，関係力育成
プログラムの考え方をベースに，独自に開発したミュージックセラピィ「ミュージック・リフレッ








その結果，セラピィ開始 1 年後の振り返り (40 回セラピィ実施)において自己受容の高まりが
認められ，さらに半年後の 2 回目 (22 回セラヒ。ィ実施)の振り返りでは他者受容を含む受容の深
まりがあった.また，半年後においても，その効果を持続性させる可能性が期待できた.
その一方で， PF-NOTE プロトタイプの活用に関する課題性が明らかになった.半年間の時間











論文審査は、 1 月 22 日(日) 14 時から、主査・渡部信一教授、中島平准教授、熊井正之教授、
および外部審査員として北海道文教大学・後藤守教授を審査員として実施された。最初に川端愛








ら子どもの行動を捉える J，構造化された場の構築J の 3 つの視点からの検討を中心に行ってい
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る。
1 月 7 日(土)に行われた予備審査では、次の 4 点が問題となった。 PF-NOTE プロトタイプを
活用することのデメリットについても明記すること、なぜ「関係力育成プログ、ラムJの4剤耐こ PF-NOTE
プロトタイプを導入したかを明記すること、 PF-NOTE プロトタイプは「関係力育成プログラム」
のどの部分の評価に役立つているのかを明記すること、そして第 4 章の「ミュージックセラピィ
の振り返りにおける PF-NOTE プロトタイプの活用」に関して目的と方法の記述・表現がわかり
づらいので再度整理することが求められた。
本審査会では、この 4 点が適切に修正・加筆されていることを確認した。
本論文は、子育て・教育支援という実践現場に、新しく開発されたテクノロジーを導入しその
メリットとともにデメリットを明らかにしたという点において評価できる。本論文で取り上げら
れた実践は「関係力育成プログラム」というひとつの実践方法であり、またその評価に活用され
たテクノロジーも PF-NOTE プロトタイプひとつであったが、今後同様な研究をする場合のひと
つのモデ、ルになる研究として評価できるという点で
十分博士論文としての基準を超えているとの 4 審査員の一致した意見を得た。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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